




【要約】千葉県クレチン症マス・スクリーニング・システムのなかで、精査症例の追跡の

ために実施しているシステム 2 つを紹介した。1 つは精査受診確認票を精査受診直後に返

送してもらい、今後の追跡資料に役立てている。1 つは精査結果が判明したところで返送

してもらう症例調査票である。回収率は 97%と良好で、精査者情報の把握に役立つ。しか

し、診断名の誤記入が 15%に見られ、専門医による点検が必要である。今回、平成 4,5 年

度の精査者を平成 6年 12 月に追跡調査したところ、10%の症例で診断名の変更があった。

全国の各自治体でもスクリーニング結果の情報管理のために、精査受診確認票、精査症例

調査票とその点検、および追跡調査とをシステム化すべきであろう。


